
ご
厚
意 

 
       

 
 

 

 

    

   

昭
和
四
十
五
年
二
月
三
日
に
生
ま
れ
、
３
か

月
で
脳
性
麻
痺
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
２
歳
か

ら
母
子
入
園
で
訓
練
を
始
め
、
５
歳
で
子
鹿
園

に
入
園
し
て
、
小
中
と
子
鹿
園
分
校
に
通
学
し

ま
し
た
。
中
学
３
年
の
夏
休
み
に
は
、
松
山
の

施
設
が
空
い
て
い
る
の
で
入
園
し
た
ら
と
言
わ

れ
、
自
分
達
で
施
設
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
土
佐
希
望
の
家
を
見
学
し
ま
し
た

が
、
本
人
が
す
っ
か
り
希
望
の
家
を
気
に
入
り

ま
し
た
。
今
は
亡
き
父
親
も
希
望
の
家
の
雰
囲

気
が
気
に
入
り
、
直
人
さ
ん
も
看
護
婦
さ
ん
の

ピ
ン
ク
の
服
が
気
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

昭
和
五
十
八
年
に
土
佐
希
望
の
家
に
入
園
。

そ
れ
か
ら
平
成
十
三
年
六
月
に
は
お
父
さ
ん
が

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
十
二
年
経
っ
た
今
で
は

元
気
に
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
黒 

富
子 

                                                         

 
 

    
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
学
療
法
士 

山
崎
万
里 

『今
、
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
』 

  

私
は
希
望
の
家
で
理
学
療
法
士
と
し
て
三
十
三

年
間
働
い
て
き
ま
し
た
。
近
く
定
年
退
職
を
迎
え

ま
す
が
、
就
職
し
た
当
時
は
、
リ
ハ
職
員
は
私
１
人

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
。 今

年
４
月
、
Ｐ
Ｔ
、
０
Ｔ
室
が
増
築
さ
れ
、
ま
た

念
願
の
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
の
控
室
も
で
き
チ
ー
ム
力
が

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今
リ
ハ
科
に
は
若
い
熱
心
な

ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
利
用
者
の
生

命
や
生
活
を
、
他
職
種
の
方
々
と
連
携
し
て
し
っ

か
り
支
え
て
く
れ
る
と
安
心
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
利
用
者
の
笑
顔
や
家
族
の
方
々
、
仕
事
仲

間
ま
た
希
望
の
家
の
労
働
条
件
の
良
さ
に
助
け

ら
れ
て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去
の

事
を
思
い
返
し
た
時
、
今
皆
さ
ん
に
伝
え
て
お
か

ね
ば
と
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。 

創
立
時
の
山
崎
元
理
事
長
ご
夫
妻
の
ご
苦
労

は
み
な
さ
ん
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
後
も
、

障
害
児
者
や
家
族
の
要
求
を
、
粘
り
強
く
運
動

に
し
て
一
つ
一
つ
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
今
の
希
望
の

家
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
通
園
や
在
宅
訪
問

な
ど
は
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
る
前
か
ら
山
崎
ご

夫
妻
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
通
園
事
業
は

本
格
的
に
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
私
も
職

員
と
し
て
多
少
関
わ
っ
た
事
に
高
等
部
設
置
運

動
、
分
校
へ
の
通
学
生
の
受
け
入
れ
問
題
、
分
校

の
校
舎
建
設
運
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

      

若
草
養
護
学
校
土
佐
希
望
の
家
分
校
に
通
学

さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
ご
卒
業
ご

入
学
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

     

【
中
学
部
卒
業
】 

 

中
村
達
也
様 

（
２
病
棟
） 

【
高
等
部
卒
業
】 

 

岡
林
秀
宜
様 

（
２
病
棟
） 

 

森
本
英
子
様 

（
２
病
棟
） 

 

佐
藤 

誠
様 

（
３
病
棟
） 

                        

 

保
護
者
が
中
心
に
な
り
そ
の
都
度
請
願
署
名

を
集
め
、
県
議
会
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
請
願
し

実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
運
動
が
実
り
校

舎
が
建
っ
た
の
は
２
０
０
０
年
で
し
た
が
、
感
無
量

で
し
た
。
今
、
分
校
に
は
地
域
か
ら
の
通
学
生
が

増
え
て
お
り
嬉
し
い
限
り
で
す
が
、
希
望
の
家
の

運
動
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の
分
校
は
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

障
害
児
者
や
家
族
と
そ
れ
を
支
え
る
多
く
の

人
の
協
力
で
今
の
希
望
の
家
が
出
来
あ
が
っ
て
き

た
と
い
う
事
を
、
皆
さ
ん
の
心
の
隅
に
と
め
て
お

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
希
望
の
家
が
、

障
害
児
者
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
職
員
も
含
め
て

人
を
大
事
に
す
る
施
設
と
し
て
あ
り
続
け
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

                                

【
高
等
部
入
学
】 

 

西
原
由
佳
様 

（
２
病
棟
） 

                                

                  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

【寄
付
金
・寄
付
物
品
】 

小
林
豊
様 

北
村
忠
司
様 

長
田
修
身
様 

高
知

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様 

池
尻
浩
一
様 

安
藝
菖

子
様 

中
澤
智
様 

高
知
キ
リ
ス
ト
教
会
様 

桂

民
謡
会
様 

山
本
茂
登
子
様 

後
免
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
様 

高
知
市
環
境
政
策
課
内
高
知

ク
リ
ー
ン
推
進
会
事
務
局
様 

明
治
乳
業
南
国

販
売
店
様 

西
岡
勉
様 

谷
脇
充
代
様 

日
浦
忠

和
様 

市
原
真
理
様 

    

☆ 

編
集
後
記 

☆ 

 

リ
ハ
室
が
完
成
し
て
、
餅
投
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
は
見
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
た
く
さ
ん
集
ま

っ
て
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 
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家族の窓 

No.19 

大黒直人様 

３病棟あざみ 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

高知大学医学部眼科学講座教授 

福島敦樹先生が来てくださいまし

た。年２回程度検診に来ていただ

く予定です。よろしくお願いしま

す。 

今年度の療育、リハ新人職員が各病棟を回って

『新人職員まつり』を披露してくれました！ 

高
等
部
に
入
学
し
ま
し
た
！ 

お
母
さ
ん
と
元
気
に
記
念
撮
影 

リハ室の増改築工事が完成したので、お祝いの

餅投げをしました。土佐希望の家後援会の皆さ

ん、ありがとうございました。 

第５回希望の家ロードレース大会が開催されまし

た。今年もたくさんの方が参加されて、楽しい大

会になりました。 

希望の家ロードレース大会

での直人さんの勇姿 



平成 24 年度 事業計画（重点目標）  

 法人全体 

① 新体系事業の円滑な実施に努める。  
② 安定的な医師の体制をつくるように努める。 
③ 大規模地震を想定した防災対策を進める。 
④ 敷地内禁煙、新しい制服の着用など、改正後の就業規則等を徹底

する。 
⑤ 施設の狭隘化の解消に向けて検討を進める。 
⑥ 上司と部下の役割を明確にし、報告・連絡・相談の徹底を図る。 
⑦ 職員ひとり一人が、理念の実現に向けて、私たちの行動指針を実践

するよう徹底する。 
⑧ 研修に積極的に取り組み、各専門領域における技術や知識の向上

を図る。 
⑨ 与薬ミス、骨折事故の減少と、院内感染の防止に努める。 
 
重症心身障害児・者施設 
○療養介護事業所 
≪事務部≫ 
① 新体系への移行による新たな事業の請求業務及び、利用契約の締

結等の事務を確実に行う。 
② 大規模地震に備え防災対策を進める。 
③ 施設の狭隘化の解消に向けて検討する。 
④ 一人ひとりが担当業務の専門性を高め、責任を持って業務に取り組

み、抜かりなく業務を遂行する。 
⑤ 報・連・相の徹底を図る。 
⑥ 業務の効率化、迅速化、適正化に努める。 
⑦ 新社会福祉法人会計への平成２５年度移行に向けて準備を進め

る。 
 
≪医務部≫ 
リハビリ 
① 重症児(者)リハビリテーションの専門知識の向上に努める。 
② ＰＴ、ＯＴ、ＳＴの連携を密にし、サービスの充実を図る。 
③ 他職種と連携し、増収を目指す。 
検 査 
① 精度管理に重点を置き、より質の高い検査値が報告できる検査室を

目指す。 
②� 専門知識と技術習得を志す。 
薬 剤 
① 正確な調剤を目指すとともに、各部門との連携を図る。 
② 薬価改正に伴い、採用医薬品の見直しや、後発医薬品の採用の検

討、及び情報提供をする。 
給 食 
① 利用者の嚥下状態の変化にあわせた、安全な食形態を目指す。 
② 栄養管理の充実を図る。 
③ 業務について、手順、効率、衛生などの面から見直しを図る。 

 
≪看護部≫ 
共 通 
 ① 異常の早期発見や重症化に対応できる看護を目指す。 
 ② スキルアップ学習や研修に、積極的に取り組む。 
 ③ 骨折予防策に取り組む。 
1 病棟 
 ① 専門知識・技術の向上のため、施設内外研修への参加を積極的

に行う。 
 ② 加齢に伴う機能低下や疾患の早期発見ができ、迅速に対応できる

看護を目指す。 
 ③ 感染症の予防と拡大防止に努める 
2 病棟 
 ① 利用者本意で看護の在り方、勤務の在り方を点検し、改善する。 
 ② 異常の早期発見と、その対処についての技術や知識の向上に努め

る。 
 ③ 個別支援計画の円滑な実施を図る。 
 ④ 利用者個々の個別性に沿った看護を行う。 
3 病棟 
 ① 高齢化に伴ったケアプランの作成及び実践に取り組む。 
 ② 浴室の天井リフトを使用した、安全で快適な入浴を目指す。 

 

 
≪療育部≫ 
共 通 
 ① 笑顔をユニフォームに！仕事をする。 
 ② チームワークを良くする。 
 ③ 利用者の健康、安全を守り、事故・誤薬防止に努める。 
 ④ 個別支援計画の作成、実施の充実を図る。 
 ⑤ 生活支援基準をもとに、より質の高いサービスとやさしい介護をめ

ざす。 
 ⑥ 利用者の自己選択、自己決定を大切にした支援を行う。 
 ⑦ 福祉機器・用具の充実を図る。 
 ⑧ 人材育成に努める。 
1 病棟 
 ① 個別支援計画を円滑に実施する。 
 ② 生活支援基準を浸透させる。 
③�  介護基本技術を習得し、実践する。 

2 病棟 
① 個別支援計画の目標に向けて、具体的支援を実行する。 

 ② 生活支援基準に基づき、「注意一秒、けが一生」を胸に、丁寧な
介護をする。 

 ③ 福祉機器・用具を活用する。 
 ④ 関わりを多く持ち、利用者の笑顔をつくる。 
 ⑤ 2 病棟療育理念を実践する。 

 「花を支える枝、枝を支える幹、幹を支える根、根は見えないんだな
ぁ」相田みつおさんの言葉を理念に、「花」は笑顔、「枝」は関わり、
「幹」はチームワーク、「根」は思い、として実践し、より良いサービス
を実践する。 

3 病棟（東） 
 ① 個別支援計画を充実させ、利用者の個性を尊重した援助を行う。 
 ② 生活支援基準をもとに利用者への対応を見直す。 
 ③ 集団取組と個別取組を計画的に行う。 
 ④ 3 病棟東西職員の交流を活発化し、夜勤回数の平均化と 3 病棟

東西の統一に向けて検討する。 
3 病棟（西） 
① 利用者ニーズの把握を居室グループで行い、個別支援計画を

作成し目標達成を目指す。 
 ② 生活支援基準の会では、利用者のライフステージについて考え、

個別支援計画に活かす。 
 ③ 地域との交流や外出の機会をより多くして、豊かな生活が送れる

よう努める。 
 ④ 3 病棟東西職員の交流を活発化し、夜勤回数の平均化と 3 病棟

東西の統一に向けて検討する。 
○医療型障害児入所施設 
  療養介護事業所と共通 
○短期入所事業 
  関係部署との連携を図り、利用希望には可能な限り応えていけるよう
取り組む。 

 
通園事業所 
○多機能型児童発達支援事業 
  新規事業であるため、円滑な実施に向けて取り組む。 
○多機能型放課後等デイサービス事業 
  新規事業であるため、円滑な実施に向けて取り組む。 
○多機能型生活介護事業 
 ① 食事の姿勢・介助方法、車椅子の移乗、入浴・排泄介助等、利

用者の基本的介護の在り方を見直す。 
 ② 個別取組、外出、入浴などの日中活動を充実する。 
 ③ 他施設、訪問看護事業所、ヘルパーステーションなどのスタッフを

交えたケース会の実施に向けて取り組む。 
 ④ リフト等の福祉機器や介護用具を導入し、活用する。 
 
相談支援事業所 
○相談支援受託事業所 
市町村との連携を密にし、相談支援件数の増に努める。 

○指定特定相談支援事業所 
  新規事業であるため、円滑な実施に向けて取り組む。 

○障害児相談支援事業所 

  新規事業であるため、円滑な実施に向けて取り組む。 

 

 

 

 

 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設
長 

長 

博
雪 

 

土
佐
国
分
寺 

今
年
の
冬
は
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
２
病
棟
の
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
望
む
山
々
も
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
で
し

た
。
３
月
、
４
月
と
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て
、
自

転
車
で
郊
外
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
土
佐
希
望
の
家
の

北
東
方
向
に
あ
る
土
佐
国
分
寺
の
お
話
で
す
。 

現
在
は
、
四
国
八
十
八
か
所
第
二
十
九
番
札
所

と
し
て
、
参
拝
の
「お
遍
路
さ
ん
」
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。 

天
平
十
三
年
（
西
暦
七
四
一
年
）
と
言
い
ま
す

か
ら
今
か
ら
１
２
０
０
年
以
上
昔
の
こ
と
で
す
が
、

聖
武
天
皇
は
勅
願
を
出
さ
れ
、
全
国
に
国
分
寺
、

国
分
尼
寺
の
造
立
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

土
佐
の
地
に
も
土
佐
国
分
寺
が
創
立
さ
れ
て
い

ま
す
（
写
真
１
）
。
正
確
な
建
立
の
年
代
は
判
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
国
分
寺
の
境
内
に
は
当
時
の
塔

の
礎
石
が
残
っ
て
い
ま
す
し
、
当
時
の
築
地
の
あ
と

と
考
え
ら
れ
る
土
塁
が
境
内
の
東
側
と
南
側
に

少
し
残
っ
て
い
て
古
代
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
先
に
は
土
塁
の
上
に
植
え
ら
れ
た
椿
の
花
が
美

し
い
（
写
真
２
）
。 

平
安
時
代
の
前
期
と
考
え
ら
れ
る
梵
鐘
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
の
頃
の
創
建
と
も

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
紀
貫
之
が
著
し
た
「土

佐
日
記
」
に
も
承
平
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
こ

の
時
代
は
旧
暦
で
す
の
で
、
現
在
の
新
暦
に
直
す

と
西
暦
九
三
五
年
二
月
八
日
、
土
佐
で
の
任
務

を
終
え
て
京
の
都
へ
戻
る
旅
の
無
事
を
祈
っ
て
、
交

流
の
あ
っ
た
当
時
の
土
佐
国
分
寺
の
住
職
が
挨
拶

に
来
ら
れ
た
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

                                             

丁
度
、
平
安
時
代
の
中
期
頃
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う

か
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
後
期
に
は
火
災
等
が

あ
り
、
ま
た
律
令
制
度
の
ほ
こ
ろ
び
と
と
も
に
国

分
寺
は
衰
退
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
後
、
西
暦
一

五
八
八
年
（
永
禄
元
年
）
、
時
の
支
配
者
、
長
宗

我
部
国
親
、
元
親
ら
に
よ
る
再
建
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
敷
地
の
周
辺
で
は
、
特
徴
的
な
布
目
が
つ
い

た
古
代
の
瓦
が
見
ら
れ
る
場
所
も
あ
る
よ
う
で
す

（
写
真
３
）
。
ど
う
や
ら
そ
の
あ
た
り
は
た
く
さ
ん

の
蛇
が
住
ん
で
い
る
よ
う
す
。
昨
年
、
自
分
が
訪

ね
た
時
は
、
足
元
か
ら
ス
ル
ス
ル
と
蛇
の
尻
尾
が
草

む
ら
に
消
え
て
び
っ
く
り
。 

う
っ
そ
う
と
し
た
樹
木
に
か
こ
ま
れ
、
線
香
の

香
が
漂
う
境
内
に
佇
ん
で
、
ヒ
バ
リ
の
声
を
聴
き

な
が
ら
長
い
土
佐
国
分
寺
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ

る
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。 

土
佐
国
分
寺
の
近
く
に
は
、
し
ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車
を
留
め
て
、
昼

食
の
カ
レ
ー
を
頂
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

                                                               

                
 

こ
す
も
す
病
棟
に
は
個
性
豊
か
な
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
中
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

が
大
好
き
で
よ
く
そ
れ
を
持
っ
て
遊
ん
で
い
る
入

交
元
気
さ
ん
。 

元
気
さ
ん
は
几
帳
面
な
面
を
多
く
持
っ
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ル
で
遊
ん
だ
後
、
そ
の
ボ
ー
ル
は
置
き
っ

ぱ
な
し
に
は
し
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ま
ま
膝

移
動
で
自
分
の
部
屋
ま
で
き
ち
ん
と
持
ち
帰
り

ま
す
。
又
、
自
分
の
部
屋
は
勿
論
、
他
の
部
屋
の

戸
が
開
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
と
、
通
り
が
け

に
閉
め
て
く
れ
る
し
、
ト
イ
レ
か
ら
出
る
時
に
は

電
気
を
消
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
が
見
か
け
た

の
は
日
中
で
し
た
が
、
ひ
ょ
っ
と
「
も
っ
た
い
な
い
な

あ
」
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
夜
は
部
屋
に

入
る
と
自
分
で
収
納
棚
を
開
け
、
布
団
を
取
り

出
し
消
灯
も
さ
れ
る
と
の
事
で
す
。 

私
が
一
番
感
動
し
た
の
は
、
あ
る
日
の
ホ
ー
ル

で
の
出
来
事
、
私
の
脱
い
だ
ス
リ
ッ
パ
を
利
用
者

の
誰
か
が
つ
つ
い
て
遊
び
、
そ
の
後
ポ
ー
ン
と
投

げ
飛
ば
し
た
ら
し
く
、
詰
所
前
の
廊
下
に
散
ら
ば

っ
て
い
ま
し
た
。 

                                             

            

そ
こ
へ
通
り
か
か
っ
た
元
気
さ
ん
、
勿
論
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
両
手
で
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
を
床
に
着
き
な
が
ら
膝
で
移
動
し
て
い
る
途
中
、

そ
の
片
方
の
ス
リ
ッ
パ
に
手
が
伸
び
ま
し
た
。 

あ
れ
あ
れ
、
又
、
投
げ
ら
れ
る
か
な
？
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
次
の
行
動
に
び
っ
く
り
！
何
と
彼
は
ひ
っ

く
り
返
っ
て
い
た
の
を
上
向
き
に
置
き
、
又
ち
ょ
っ

と
移
動
し
、
も
う
片
方
の
ス
リ
ッ
パ
に
手
を
伸
ば

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
二
つ
の
ス
リ
ッ
パ
を
き
ち
ん

と
向
き
ま
で
揃
え
て
置
き
、
何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
な
顔
で
ホ
ー
ル
の
定
位
置
ま
で
や
っ
て
き

た
の
で
す
。
私
は
と
て
も
感
動
し
、
「
入
交
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ね
っ
」
と
言
っ
て
そ
の
ス
リ
ッ
パ
を
履
い

た
こ
と
で
し
た
。 
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写真２  

写真３  

桂民謡会様から寄付をいた

だきました。どうもありがとう

ございました。 


